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る。前者の期間は諸説あるが、一般に 1642 年に始まるとされ、終わりとしては 1649 年チャールズ 1 世の
処刑で区切りをつけることができるであろう。その後、オリバーとリチャード・クロムウェル父子による共
和制の時代へとなり、1660 年の王政復古につながる。後者は、1688 年後半から翌年 1689 年の前半までの
















100  ヒュームはホッブズから何を受け継いだのか——革命と啓蒙の時代において開花する哲学的概念—— 
リックに近似し、また、いわば政治的宗教改革ともいえるためか、たびたびカトリック信者、ないしは親カ
トリックの者が王位に就くことになる。それは、ヘンリー8 世の娘であり、父により離婚に追い込まれたキ
ャサリン・オブ・アラゴンの娘であるメアリー1 世と、ステュアート朝のチャールズ 1 世やチャールズ 2 世、
そしてジェイムズ 2 世であった。また、チャールズ 1 世の父ジェイムズ 1 世3の母はメアリー・スチュアー
トであり、カトリック信者であった。 





ステュアート朝のチャールズ 1 世やチャールズ 2 世は、イングランド教会を支持していたが、チャールズ
1 世の妻はフランスからカトリック信者であるヘンリエッタ・マリアを迎える。そして、その二人の間にの




トマス・ホッブズは、1588 年に生まれ 1679 年に 91 歳で没する。歴史的出来事と照らし合わせるなら、
スペイン無敵艦隊によるアルマダ海戦の開戦の直前に生まれ、名誉革命の約 10 年前に生涯を終えている。
その間、イングランドは、エリザベス 1 世、ジェイムズ 1 世、チャールズ 1 世、オリバー＆リチャード・ク
ロムウェル、チャールズ 2 世によって統治された。ホッブズは、1620 年前後4にフランシス・ベーコンのも
とで口述筆記するなど秘書として働いた。また、フランス亡命中には、パリにあった亡命宮廷でのちのチャ


















イングランドでは、1688 年にイングランドからジェイムズ 2 世が追放され、翌年メアリー2 世とウィリ
アム 3 世が国王に即位した、いわゆる名誉革命が起きた。こののち、アンが国王に就いていた 1707 年に、























者であった。彼は、1683 年のライハウス陰謀事件 Rye House Plot10に関わっており、処罰されたとされる。
ライハウス陰謀事件とは、王位における反カトリックという名目で行われようとした、時の国王チャールズ
2 世と、その弟でありのちの国王ジェイムズ 2 世の暗殺未遂事件である。この事件は未遂に終わったものの、







エディンバラ大学に遅れること約 20 年、グラスゴー大学の大学改革は 1727 年に始まる。グラスゴーが
商業都市として発展したのは上述の通りであるが、それと相乗的にグラスゴー大学でのちに古典経済学が成
立することになる流れが作られる。グラスゴー大学の初代の道徳哲学講座教授に就任したのは、ガーショム・
カーマイケル Gershom Carmichael/ Carmichael (1672–1729)である。彼のもっとも大きな功績は、サミュ
エル・フォン・プーフェンドルフ (1632‐94)をスコットランドの大学でテキストとして扱ったことだとされ
る。カーマイケルが教授職に就いていたのは、1727 年から 1729 年までであるが、その後同教授職には、カ
ーマイケルを師とするフランシス・ハチスンが 1729 年から 1746 年まで務めていた。そして、1 人はさみ、
ハチスンを師とするアダム・スミスが 1752 年から 1764 年まで従事する。さらにそのあとには、トマス・
リードが 1764 年から 1796 年まで就いていた。 
このグラスゴー大学の道徳哲学講座の中でも、ハチスンとスミスの講座は大変人気があり、様々な地域か
ら学生が集まった11とされる。また、スミスが道徳哲学講座教授時代にワットが働いていた。経済学の歴史











前者は 1739 年以降の書簡で 1 回（ハチスン宛）と 1751 年の『道徳原理研究 An Enquiry concerning the 
Principles of Morals』で 1 回名が挙がっており、後者については、同ハチスン宛書簡で 1 回名が挙がって





















ができる 。ホッブズは、『リヴァイアサン』第二章「想像について Of Imagination」において、「対象が取
り除かれたり目が閉じられたりしたあとも、私たちはなお、見られたものの像を、私たちが見ているときよ
りもあいまいではあるけれども、保持する19」とする。そして、そのような像 image を、ラテン人は「見る
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3 ジェイムズ 1 世とチャールズ 1 世は、王権神授説を唱えた。また、『家父長権論 Patriarcha』の著者ロバ
ート・フィルマーは、チャールズ 1 世に仕えていた。 
4 ホッブズがベーコンの秘書を務めた時期は、1620 年、1623 年などいくつか説がある。ベーコンは、1621
年に貴族院において弾劾され、国璽尚書の地位をはく奪されている。そのため、ホッブズが秘書を務めて





106  ヒュームはホッブズから何を受け継いだのか——革命と啓蒙の時代において開花する哲学的概念—— 
 
ングランドでの評価は高まらなかったが、オランダなど海外では高評価を受けていた。 
6 これも 12 歳と 16 歳の説あり。いずれにしても、ホッブズは兄姉とともに伯父に引き取られた。 
7 これによりグレート・ブリテン王国 Kingdom of Great Britain となる。 
8 この大学改革は、エディンバラ大学、グラスゴー大学の他では、セント・アンドルーズ大学では 1747 年
に、アバディーン大学では 1754 年に行われた。 




カーステアズもいたとされる。(田中 2011, p.38) 
11 田中 2011, p.34 
12 MOL. 3 
13 “Voet”を田中は「ヴォエティウス」ととっているが、「ヴォエティウス」はおそらく「ボエティウス」
“Boethius”を示しているのであろう。(田中 2010, p.8) しかし、この Voet は「ヴォエト」であり、オラン
ダの法学者 Pauel Voet (1619-1677)のことであると考えられる。(福鎌／斎藤, 1985, p.168) また、ボエテ
ィウスについては初期覚書にも名が挙がっている。E. C. Mossner 編"Hume's Early Memoranda, 1729-





14 「キケロやウェルギリウス」を隠れ読んでいたとヒュームは言う。(MOL. 3) 
15 ヒューム認識論での用語法に関しては、ヒュームはロックから批判的に受け継いでおり、それゆえにロッ
クの「観念 idea」から「印象 impression」を独立させたことが大きな違いである。ヒューム自身は「観
念」という語をロックの用法から「元の意味 its original sense」に戻したとしている。(T. 1. 1. 1. n2) 











27 L.1.2.4, 中略筆者 
28 L.1.3.2 
 
国際哲学研究 8 号 2019  107 
 
29 L.1.2.5 
30 Norton 2002, p.428 
31 大槻 1948, p.293 
32 T.1.1.1.5 
33 T.2.3.1.10 
34 田中 1998, p.95 
35 田中 1998, p.103 ここでは他にロックやスミス、ベンサムなどが挙げられている。 
36 この点について、ホッブズも因果的決定論によって意志を抱くか否かが決定されるが、人間の行動はすべ
て意志による選択に基づくとする、という。ホッブズは人間を観察者と行為者とに分け、観察者の視点か
らは意志の自由は否定されるが、行為者の視点からは意志は自由であるとしているとされる。(高野 1984 , 
p53) この観察者の視点と行為者の視点との見解の違いに関しても、ヒュームと類似すると見て取れるし、
ヒュームもそれゆえに決定論者とみなされる。これについて議論する余地は大いにあるであろうが、紙片
の制約上、別の機会に譲りたい。 
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